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はじめに 2

◼ 調整力の確保に関する計画は、送配電等業務指針第24条に基づき、毎年、一般送配電事業者が当該年度の開
始前に、当該年度の月別の調整力の確保の計画を立て広域機関に提出するものであり、①調整力の必要量、②
調整力の具体的内容、③調整力を必要とする理由を記載する。

◼ 広域機関は、供給計画および本計画により調整力必要量に対する調整力設備量が充足していることを確認するとと
もに、今後の調整力の在り方に関する検討にこれらの情報を活用することとしている。

◼ 今般、2026年度の計画を取りまとめたことから報告する。



（参考）調整力設備量を確認する仕組みについて 3

◼ 第95回本委員会（2024年2月20日）において、今後は足元から中長期にかけての調整力設備量を確認していく
こととしており、本報告は足元における調整力設備量の充足確認の位置付けとなる。

出所）第95回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2024年2月20日)資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_95_02.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_95_02.pdf


目次 4

2026年度調整力の確保に関する計画の取りまとめ

１．沖縄除く９エリアについて

２．沖縄エリアについて



調整力必要量に対する調整力設備量の充足確認方法（１／２） 5

◼ 本取りまとめでは、調整力設備としての充足性を確認する観点で、調整力必要量（各時間帯の必要量(3σ)の各
月最大値）に対して設備量が充足しているか確認した。複合約定ロジックを踏まえた約定については、複合必要量
を充足し、かつ各商品毎の必要量も充足している必要があることから、以下方法で充足状況を確認した。

➢ 各商品毎の充足状況: 需給調整市場の区分毎（一次、二次①、二次②、三次①、三次②）の必要量※に対
して、それぞれ調整力設備量が充足しているか確認

➢ 複合を考慮した充足確認: 一次～三次①と三次②では対応する誤差の時間軸が異なることから、必要量は一次
～三次①複合必要量と三次②必要量を単純加算した量とし、それと比較する設備量は、最も供出可能な容量の
多い三次②設備量とした

◼ また、必要量について、第96回本委員会（2024年3月19日）の整理を踏まえて、計画外停止率を考慮した。

個別必要量
（一次～

三次②）

個別設備量
（一次～

三次②）

商品毎の必要量

（一次、二次①、二次②、三次①、三次②の３σ値）

調整力

必要量

調整力

設備量

複合必要量
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確認 計画外停止率
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※2026年度向け必要量は、一次～三次①は2025年度実績、三次②は2023・2024 ・2025年度実績から算出するが、本確認においてはデータ取得の都合上、一次～三次①の
4~9月分は2025年度実績から、10~3月必要量は2024年度実績から算出。同様に三次②も4~9月分は2023・2024 ・2025年度実績から、10~3月分は2023・2024年度
実績から算出。異常時必要量はすべて2026年度適用値を使用した。



（参考）本資料における「調整力設備量」の定義について 6

◼ 本資料では、電源等の容量（kW）のうち、調整力としての供出が可能な容量（kW）を調整力設備量と定義。

電源A

調整力設備量（一次）
（総量）電源A 電源B ・・・

電源B

：
：

調整力設備量（三次②）
（総量）

電源A

電源B

：
：

・・・

一次
（10秒）

０

定格容量

二次①
（5分）

二次②
（5分）

三次①
（15分）

三次②
（60分）供給力

最低出力

調整力設備量
（一次～三次②）

電源A



（参考）計画外停止を考慮した調整力必要量 7

◼ 調整力の確保に関する計画での充足状況確認では、電源の計画外停止を考慮する。

出所）第96回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2024年3月19日)資料1 抜粋
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_96_01.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_96_01.pdf


調整力必要量に対する調整力設備量の充足確認方法（２／２） 8

◼ 本確認では、まずエリア毎に充足状況を確認し、その結果、エリア単独では調整力不足の状況がみられた場合は、広
域運用を考慮(※1)して隣接エリアを含めた充足状況を確認した。

計画潮流

①エリア毎の確認
（全エリア・全商品区分対象）

Aエリア Bエリア

②広域運用を考慮した確認
（１の確認で不足が生じたエリア・商品区分対象）

調整力

必要量

調整力

設備量

充足

空容量
Aエリア Bエリア

調整力

必要量

調整力

設備量

充足

調整力

必要量

調整力

設備量

不足

隣接エリアを含めれば必
要量を充足するか

連系線に十分な空容量実
績(※2)（この例でいえば
Bエリアの最大不足量を
超える空容量）があるか

※2_空容量実績＝計画潮流と運用容量の差の実績。至近２カ年分について確認。

※1：二次①についても今年度より広域運用を開始（調達は対象外）



（参考）調整力確保計画における揚水ポンプ分の計上の考え方 9

◼ 揚水ポンプ分については、昨年度と同様軽負荷期（４、５、10、11月）のみ、至近年の三次②必要量実績とポン
プ計画の実績をもとにポンプ遮断分を含めて計上した。

出所）第99回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2024年7月23日)資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_99_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_99_02.pdf


計画外停止率の見直しについて 10

◼ 第96回本委員会（2024年3月19日）において、本検討で使用する計画外停止率は、EUE算定向け計画外停
止率に対し調整電源の設備量で加重平均をとった3.6％を通年設定し、 EUE算定向け計画外停止率の更新に合
わせて見直していくことが整理された。

◼ 第115回本委員会（2026年1月28日）において、EUE算定向け計画外停止率を更新したため、あらためて調整
電源の設備量による加重平均をとり、今回より4.9％に見直すこととする。

出所）第96回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2024年3月19日)資料1 抜粋
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_96_01.pdf

出所）第115回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2026年1月18日)資料2 抜粋
https://www.occto.or.jp/assets/chousei_115_01_2.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2023/files/chousei_96_01.pdf
https://www.occto.or.jp/assets/chousei_115_01_2.pdf


調整力確保状況の確認結果 11

◼ 調整力確保状況の確認結果一覧については以下のとおり。

◼ 東北エリアの一次・二次②に関して、エリア単独では調整力を確保しきれない（調整力の必要量に対して設備量が
不足）状況が確認された。その他のエリアでは、一部必要量に対し設備量の余裕が小さい状況（複合＋三次②な
ど）も見られたが、調整力を確保できる見通しとなった。

◼ 東北エリアにおいても、広域運用を考慮すれば調整力を確保できる結果となったことから、2026年度は全エリア・全商
品において調整力を確保できる見通しが得られた。

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州

一次 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二次① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二次② ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三次① ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

三次② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

複合＋三次② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：調整力の必要量に対しエリア内のみで設備量が充足
●：調整力の必要量に対し広域運用を考慮すれば設備量が充足



（参考）調整力確保状況の確認結果（2024年度の確認結果） 12

◼ 昨年度は、東北エリアの一次、二次②、複合＋三次②がエリア内では充足せず、広域運用を考慮すれば充足する
状況であった。

出所）第108回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2025年5月16日)資料4 抜粋
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2025/files/chousei_108_04.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2025/files/chousei_108_04.pdf


（参考）エリア毎の調整力確保状況 一次 13

◼ 東北エリアでは単独で調整力を確保しきれない月が一部あったが、その他のエリアでは確保できる見通しとなった。

調整力設備量調整力必要量 調整力設備量が必要量に満たない月



（参考）エリア毎の調整力確保状況 二次① 14

◼ 全エリアで調整力を確保できる見通しとなった。

調整力設備量調整力必要量



（参考）エリア毎の調整力確保状況 二次② 15

◼ 東北エリアでは単独で調整力を確保しきれない月が一部あったが、その他のエリアでは確保できる見通しとなった。

調整力設備量調整力必要量 調整力設備量が必要量に満たない月



（参考）エリア毎の調整力確保状況 三次① 16

◼ 全エリアで調整力を確保できる見通しとなった。

調整力設備量調整力必要量



（参考）エリア毎の調整力確保状況 三次② 17

◼ 全エリアで調整力を確保できる見通しとなった。

調整力設備量調整力必要量



（参考）エリア毎の調整力確保状況 複合＋三次② 18

◼ 全エリアで調整力を確保できる見通しとなった。

調整力設備量調整力必要量



（参考）広域運用を考慮した調整力の確保状況 東北エリア単独での不足分について 19

◼ 東北エリアでは単独で一次、二次②調整力を確保しきれない月が一部あったが、広域運用を考慮すれば確保できる
見通しであることを確認した。

＜一次＞ ①隣接エリアを含めた確認
⚫ 東北エリア単独で調整力が確保できなかった一次、二次②につい

て、隣接エリアの東京を含めた確認の結果、調整力必要量に対
して設備量が充足することを確認。

※一次はGF相当のため、上げ同様に下げ必要が発動され東京向き潮流が増加
することが考えられるが、東北東京間連系線（東京向き）運用容量に設定され
るフリンジ分にて考慮されているため運用上問題はない。

②連系線空容量実績確認
⚫ 東北東京間連系線（東北向き）では最小で2000MW程度

の空容量実績があり、最大不足量(380MW)に対して十分な
空きがあることを確認。

30MW程度未充足(※)

380MW程度未充足

＜二次②＞

最小
2000MW程度



（参考）電源種別ごとの設備量ならびに構成比 20

◼ 2026年度の設備量は2025年度より増加しており、先行き10年間において年々増加傾向の見通しとなっている。

◼ 電源種別毎の構成比については、先行きも同水準となる見通しとなっている。

出所）第117回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2026.3.17)資料1
https://www.occto.or.jp/assets/chousei_117_01.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/chousei_117_01.pdf


（参考）出力変化速度の分布 21

◼ 調整力の確保に関する計画における出力速度の分布（二次①相当の供出可能量が登録されている電源）は以
下のとおりであり、前年度と大きく状況は変わらないことを確認している。



（参考）出力変化速度の分布（2025年度の確認結果） 22

◼ 昨年度の確認結果は以下のとおり。

出所）第108回 調整力及び需給バランス評価等に関する委員会(2025年5月16日)資料4 抜粋
https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2025/files/chousei_108_04.pdf

https://www.occto.or.jp/assets/iinkai/chouseiryoku/2025/files/chousei_108_04.pdf


目次 23

2026年度調整力の確保に関する計画の取りまとめ

１．沖縄除く９エリアについて

２．沖縄エリアについて



2026年度向け調整力公募について 24

◼ 沖縄エリアにおいては、電源Ⅰ-a（GF機能、LFC機能）、電源Ⅰ-b、電源Ⅰ´および電源Ⅱについて募集が行わ
れた。

出所）第18回 制度設計・監視専門会合 資料6 抜粋
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/018_06_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/018_06_00.pdf


（参考）電源Ⅰ、電源Ⅱ、電源Ⅰ´公募結果 25

【電源Ⅰ募集結果】 【電源Ⅰ´募集結果】

【電源Ⅱ募集結果】

出所）第18回 制度設計・監視専門会合 資料6 抜粋
https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/018_06_00.pdf

https://www.egc.meti.go.jp/activity/emsc_systemsurveillance/pdf/018_06_00.pdf


電源Ⅰ、Ⅰ´の各月確保量および電源Ⅱの各月出力変動幅 26

◼ 電源Ⅰ、電源Ⅰ´について、必要量以上を確保していることを確認した。

◼ 電源Ⅱの各月出力変動幅は、2025年度とほぼ同等となっていることを確認した。

電源種別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電源Ⅰ 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203

Ⅰ-a(GF) 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49 49

Ⅰ-a(LFC) 37 37 37 37 37 37 37 37 37 37 37 37

Ⅰ-b 117 117 117 117 117 117 117 117 117 117 117 117

電源Ⅰ´ 0 0 60 60 60 60 0 0 0 0 0 0

電源種別

電源Ⅰ 203

Ⅰ-a(GF) 49

Ⅰ-a(LFC) 37

Ⅰ-b 117

電源Ⅰ´(6~9月) 60

（単位：MW）

【電源Ⅰ、Ⅰ´募集量と調達量】

・募集量 ・調達量

【電源Ⅱの出力変動幅】

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2026年度出力変動幅 879 836 876 930 920 923 945 770 691 714 768 725

2025年度出力変動幅 652 795 885 925 1013 955 920 853 784 816 780 914

2025年度との比率 135% 105% 99% 101% 91% 97% 103% 90% 88% 88% 98% 79%

（単位：MW）



まとめ 27

◼ 昨年と同様、東北エリアは単独では調整力を確保しきれない状況もみられたが、広域運用を考慮すれば確保できる
結果となった。

◼ 他のエリアは単独での調整力確保を確認できており、2026年度の取りまとめとして、全エリア・全商品において調整力
を確保できる見通しが得られた。


